
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  大安 柳    

旧閏 2 月 11 日   

土曜    1 

人
々
を
救
い
に
導
き
、
自
ら
も
悟
り
を
目
指
す
人
を
菩

薩
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
皆
菩
薩
で
す
。 

菩
薩
に
与
え
ら
れ
た
六
つ
の
修
行
法
が
布
施
・
持
戒
・

忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
「
六
波
羅
蜜
」
で
す
。 

「
波
羅
蜜
」
は
「
度
」
と
訳
し
「
渡
る
」
の
意
味
で
す
。

悟
り
の
世
界
「
彼
岸
」
に
渡
る
た
め
の
修
行
な
の
で
、

春
秋
の
彼
岸
に
六
波
羅
蜜
が
奨
励
さ
れ
ま
す
が
、
六
波

羅
蜜
は
日
常
生
活
と
離
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
々
、
六
波
羅
蜜
を
意
識
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

  

六
波
羅
蜜

 
 

 

「
私
た
ち
菩
薩
の
修
行
法
」 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ろ
く 

 

は 
 

 
 

ら 
 

み
つ 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 先勝 張    

旧閏 2 月 12 日   

日曜    2 

六
波
羅
蜜
の
一
つ
目
。 

「
布
施
」
に
は
、
品
物
を
施
す
「
財
施
」、
教
え
を
説
く

「
法
施
」、
他
者
の
苦
悩
を
取
り
除
く
「
無
為
施
」
や
、

労
働
力
や
思
い
や
り
の
あ
る
し
ぐ
さ
・
行
為
な
ど
を
提

供
す
る
「
無
財
の
七
施
」
が
あ
り
ま
す
。 

布
施
に
よ
っ
て
他
者
の
役
に
立
ち
、
他
者
の
喜
び
が
自

分
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
施
す
と
同
時
に
そ

の
物
事
に
執
着
す
る
心
を
捨
て
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と

か
ら
「
布
施
」
の
こ
と
を
「
喜
捨
」
と
も
い
い
ま
す
。 

  

布
施 

「
他
者
の
役
に
立
ち
、
他
者
の
喜
び
が
自
分
の
も
の
に
」 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ふ 
 

 

せ 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 友引 翼    

旧閏 2 月 13 日   

月曜    3  
六
波
羅
蜜
の
二
つ
目
。 

「
持
戒
」
と
は
、
仏
さ
ま
の
戒
め
を
守
り
、
身
を
慎
み
、

常
に
反
省
す
る
こ
と
。 

煩
悩
に
満
ち
自
分
勝
手
な
考
え
の
ま
ま
過
ご
し
て
い
る

と
、
世
の
中
の
役
に
立
た
な
い
だ
け
で
な
く
、
他
者
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
に
よ
っ
て
、
瞋
り
・
貪
り
・
愚
痴
の
「
三

毒
」
ま
み
れ
の
心
を
戒
め
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
本

当
の
布
施
を
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

  

持
戒

 
 

「
仏
さ
ま
の
戒
め
を
守
り
、
身
を
慎
み
、
常
に
反
省
す
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

じ 
 

 

か
い 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 先負 軫    

旧閏 2 月 14 日   

火曜    4  
六
波
羅
蜜
の
三
つ
目
。 

「
忍
辱
」
と
は
、
平
静
に
し
て
耐
え
忍
ぶ
こ
と
。 

怒
り
の
気
持
ち
や
悪
い
心
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
。 

怒
り
を
抑
え
冷
静
で
い
ら
れ
た
ら
、
お
だ
て
ら
れ
て
も

自
惚
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ど
ん
な
境
遇
に
あ
っ
て
も
、

道
を
誤
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

怒
ら
な
い
た
め
に
大
事
な
の
は
、
仏
さ
ま
が
私
た
ち
を

心
配
し
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
と
同
じ
深

い
思
い
や
り
の
心
を
養
う
こ
と
で
す
。 

  

忍
辱 

「
怒
り
の
気
持
ち
や
悪
い
心
を
起
こ
さ
な
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

に
ん 

 

に
く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 清明 仏滅 角    

旧閏 2 月 15 日   

水曜    5  
六
波
羅
蜜
の
四
番
目
。 

「
精
進
」
と
は
、
常
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
全
力
で
事
に

当
た
る
こ
と
。 

「
精
」
と
は
純
粋
の
意
味
で
す
。
余
計
な
こ
と
を
考
え

ず
、
純
粋
に
仏
さ
ま
の
教
え
を
信
じ
真
直
ぐ
に
進
む
。 

目
の
前
の
損
得
に
振
り
回
さ
れ
て
途
中
で
投
げ
出
し

て
し
ま
う
と
、
何
も
得
る
こ
と
な
く
一
生
を
終
え
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

仏
さ
ま
を
信
じ
て
教
え
を
学
び
精
進
し
ま
し
ょ
う
。 

  

精
進 

「
常
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

し
ょ
う 

じ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

   大安 亢    

旧閏 2 月 16 日   

木曜    6  
六
波
羅
蜜
の
五
番
目
。 

「
禅
定
」
と
は
感
情
を
静
め
、
心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
。 

人
は
忙
し
く
な
る
と
、
自
分
の
立
ち
位
置
を
見
失
い
、

周
囲
の
状
況
が
見
え
な
く
な
る
も
の
で
す
。 

忙
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
静
か
に
自
分
を
見
つ
め
る

時
間
な
ど
な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。 

し
か
し
、
あ
え
て
時
間
を
作
っ
て
自
分
を
見
つ
め
て
み

る
と
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
に
時
間
を
使
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

  

禅
定 

「
感
情
を
静
め
、
心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ぜ
ん 

 

じ
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 赤口 氐    

旧閏 2 月 17 日   

金曜    7  
六
波
羅
蜜
の
六
番
目
。 

「
智
慧
」
と
は
物
事
を
正
し
く
見
据
え
、
曇
り
の
な
い

正
し
い
判
断
力
を
持
つ
こ
と
。 

心
が
偏
り
、
自
分
の
都
合
の
よ
い
こ
と
ば
か
り
を
見
て

い
て
は
智
慧
を
磨
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

心
の
迷
い
を
解
き
、
物
事
の
違
い
を
見
極
め
つ
つ
、
偏

る
こ
と
な
く
認
め
合
い
、
そ
の
時
と
場
所
に
ふ
さ
わ
し

い
判
断
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
く
こ
と
が
、
仏
さ
ま

の
智
慧
に
近
づ
く
道
で
す
。 

  

智
慧 

「
物
事
を
正
し
く
見
据
え
、
曇
り
の
な
い
判
断
力
を
持
つ
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ち 
 

 

え 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

爾
時
文
殊
師
利
。
語
弥
勒
菩
薩
摩
訶
薩
。
及
諸
大
士
。
善
男
子
等
。
如
我

惟
忖
。
今
仏
世
尊
。
欲
説
大
法
。
雨
大
法
雨
。
吹
大
法
螺
。
撃
大
法
鼓
。

演
大
法
義
。
諸
善
男
子
。
我
於
過
去
諸
仏
。
曾
見
此
瑞
。
放
斯
光
已
。 

即
説
大
法
。
是
故
当
知
。
今
仏
現
光
。
亦
復
如
是
。
欲
令
衆
生
。
咸
得
聞

知
。
一
切
世
間
。
難
信
之
法
。
故
現
斯
瑞
。
諸
善
男
子
。
如
過
去
無
量
無

辺
。
不
可
思
議
。
阿
僧
祇
劫
。
爾
時
有
仏
。
号
日
月
燈
明
如
来
。
応
供
。 

正
気
知
。
明
行
足
。
善
逝
。
世
間
解
。
無
上
士
。
調
御
丈
夫
。
天
人
師
。

仏
。
世
尊
。
演
説
正
法
。
初
善
。
中
善
。
後
善
。
其
義
深
遠
。
其
語
巧
妙
。

純
一
無
雑
。
具
足
清
白
。
梵
行
之
相
。
為
求
声
聞
者
。
説
応
四
諦
法
。
度

生
老
病
死
。
究
竟
涅
槃
。
為
求
辟
支
仏
者
。
説
応
十
二
因
縁
法
。
為
諸
菩

薩
。
説
応
六
波
羅
蜜
。
令
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
成
一
切
種
智
。
次

復
有
仏
。
亦
名
日
月
燈
明
。
次
復
有
仏
。
亦
名
日
月
燈
明
。
如
是
二
万 

仏
。
皆
同
一
字
。
号
日
月
燈
明
。
又
同
一
姓
。
姓
頗
羅 

堕
。
弥
勒
当
知
。
初
仏
後
仏
。
皆
同
一
字
。
名
日
月
燈 

明
。 

法華経 日めくり 令和５年（2023）4 月① 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 先勝 房    

旧閏 2 月 18 日   

土曜    8

7  
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
は
前
に
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。 

「
阿
」
は
「
無
」、「
耨
多
羅
」
は
「
上
」、「
三
藐
」
は

「
正
し
い
」、「
三
」
は
遍
く
、「
菩
提
」
は
「
智
慧
」
を

意
味
し
、
漢
語
に
訳
す
と
「
無
上
正
遍
知
」
と
な
り
、

仏
さ
ま
の
こ
の
上
な
い
智
慧
と
な
り
ま
す
。 

す
べ
て
の
事
象
に
広
く
深
く
行
き
渡
り
、
偏
ら
ず
平
等

に
、
変
化
に
も
対
応
で
き
る
、
物
事
を
正
し
く
見
極
め

ら
れ
る
最
高
の
智
慧
と
い
う
こ
と
で
す
。 

   

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 

「
こ
の
上
な
く
勝
れ
た
仏
さ
ま
の
智
慧
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

あ 

の
く 

た 
 

ら 
 

さ
ん
み
ゃ
く 

さ
ん 

ぼ 

だ
い 

釈尊降誕会    



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 友引 心    

旧閏 2 月 19 日   

日曜    9  
「
一
切
種
智
」
と
は
、
一
切
の
も
の
に
つ
い
て
そ
の
中

に
秘
め
ら
れ
て
い
る
真
実
の
姿
を
観
察
煩
悩
を
破
る

こ
と
が
で
き
る
仏
さ
ま
の
最
高
の
智
慧
で
す
。 

「
一
切
種
智
を
成
ず
」
と
は
、
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
」
と
い
う
こ
の
上
な
い
仏
さ
ま
の
智
慧
が
正
し
く
す

べ
て
に
行
き
渡
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
境
遇
や
因
果
を
承

知
し
た
上
で
、
救
い
の
手
を
指
し
伸
ば
し
導
く
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
「
一
切
種
智
」
は

私
た
ち
が
目
指
す
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
す
。 

  

成
一
切
種
智 

「
一
切
種
智
を
成
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

じ

ょ

う 

い

っ 
 

さ

い 
 

し

ゅ 
 

 

ち 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 先負 尾    

旧閏 2月 20日   

月曜    10  
過
去
に
二
万
代
に
も
亘
り
「
日
月
燈
明
仏
」
と
い
う
同

じ
名
前
の
仏
さ
ま
が
現
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。 

仏
さ
ま
が
説
く
真
実
の
教
え
は
唯
一
無
二
の
も
の
で

あ
り
、
同
じ
徳
を
具
え
て
大
慈
悲
を
も
っ
て
人
々
を
お

救
い
に
な
り
ま
す
。 

仏
の
智
慧
に
よ
っ
て
一
切
の
人
の
心
を
照
ら
し
、
闇
を

取
り
除
く
と
い
う
名
の
「
日
月
燈
明
仏
」
が
、
代
が
変

わ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
人
々
を
照
ら
し
続
け
た

こ
と
を
「
皆
同
一
字
」
は
表
し
て
い
ま
す
。 

   

皆
同
一
字 

「
皆
同
じ
な
の
仏
さ
ま
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

か
い 

 

ど
う 

 
 

い
ち 

 
 

じ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 仏滅 箕    

旧閏 2 月 21 日   

火曜    11  
二
万
の
日
月
灯
明
仏
の
最
後
の
日
月
灯
明
仏
が
出
家

以
前
に
も
う
け
た
八
人
の
王
子
の
こ
と
。 

八
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
広
い
領
地
を
治
め
る
王
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
父
王
が
悟
り
を
開
き
日
月
燈
明
仏

と
な
っ
た
の
を
知
り
、
皆
王
位
を
捨
て
出
家
し
ま
す
。 

父
の
日
月
燈
明
仏
が
涅
槃
し
た
後
に
八
王
子
は
、
妙
光

菩
薩
を
師
と
し
て
法
華
経
を
学
び
、
八
十
小
劫
と
い
う

長
い
間
修
行
を
積
み
、
皆
仏
に
成
り
ま
す
。 

親
子
師
弟
の
深
い
縁
に
つ
な
が
る
物
語
で
す
。 

  

八
王
子

 

「
最
後
の
日
月
燈
明
仏
の
八
人
の
王
子
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

は
ち 

 

お
う 

 

じ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 大安 斗    

旧閏 2月 22日   

水曜    12  
「
小
乗
」
は
自
分
の
悟
り
を
優
先
す
る
小
さ
な
乗
物
、

「
大
乗
」
は
す
べ
て
の
人
が
救
わ
れ
る
大
き
な
乗
物
と

い
わ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
小
乗
で
も
自
分
が
悟
れ
ば
周
囲
も
感
化
さ
れ

救
わ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。 

大
乗
が
小
乗
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
仏
に
成
る
ま
で
は
修

行
を
や
め
な
い
、
少
し
ば
か
り
悟
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

満
足
せ
ず
、
決
し
て
心
を
ゆ
る
め
な
い
こ
と
で
す
。 

不
退
転
の
心
で
仏
に
成
る
、
そ
れ
が
大
乗
で
す
。 

    

発
大
乗
意 

「
大
乗
の
意
を
発
し
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ほ
つ 

 

だ
い 

 

じ
ょ
う 

 

い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 赤口 女 

女    
旧閏 2 月 23 日   

木曜    13  
「
梵
行
」
と
は
清
ら
か
な
迷
い
の
な
い
行
い
の
こ
と
。

出
家
者
が
自
ら
を
戒
め
、
集
団
生
活
の
決
ま
り
を
守

り
、
悟
り
を
目
指
す
仏
教
の
修
行
生
活
そ
の
も
の
を
指

し
て
い
ま
す
。 

自
分
を
中
心
に
考
え
て
い
る
う
ち
は
、
身
も
心
も
清
ら

か
に
は
な
れ
な
い
も
の
で
す
。 

自
他
双
方
か
ら
の
縛
り
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
律
し
て
、

常
に
清
ら
か
で
迷
い
の
な
い
行
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

  

常
修
梵
行 

「
常
に
梵
行
を
修
め
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

じ
ょ
う 

 

し
ゅ 

 

ぼ
ん 

 

ぎ
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 先勝 虚    

旧閏 2 月 24 日   

金曜    14  
善
悪
の
判
断
は
立
場
に
よ
っ
て
正
反
対
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

自
分
の
も
の
さ
し
で
測
れ
ば
、
自
分
の
都
合
の
よ
い
方

に
傾
く
の
は
当
然
で
す
。 

仏
さ
ま
の
も
の
さ
し
で
測
れ
ば
、
誰
も
が
納
得
で
き
る

目
盛
り
に
落
ち
着
く
で
し
ょ
う
。 

一
切
衆
生
の
苦
し
み
を
自
分
の
苦
し
み
と
し
て
、
そ
れ

を
す
く
た
め
に
尽
く
す
慈
悲
。
そ
れ
が
仏
さ
ま
の
も
の

さ
し
で
測
る
善
悪
の
手
本
で
す
。 

  

植
諸
善
本 

「
諸
々
の
善
き
手
本
を
植
え
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

じ
き 

 

し
ょ 

 
 

ぜ
ん 
 

ほ
ん 

 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
。
序
品
。
第
一 

令
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
成
一
切
種
智
。
次
復
有
仏
。
亦
名
日
月
燈

明
。
次
復
有
仏
。
亦
名
日
月
燈
明
。
如
是
二
万
仏
。
皆
同
一
字
。
号
日
月

燈
明
。
又
同
一
姓
。
姓
頗
羅
堕
。
弥
勒
当
知
。
初
仏
後
仏
。
皆
同
一
字
。

名
日
月
燈
明
。
十
号
具
足
。
所
可
説
法
。
初
中
後
善
。
其
最
後
仏
。
未
出

家
時
。
有
八
王
子
。
一
名
有
意
。
二
名
善
意
。
三
名
無
量
意
。
四
名
宝
意
。

五
名
増
意
。
六
名
除
疑
意
。
七
名
響
意
。
八
名
法
意
。
是
八
王
子
。
威
徳

自
在
。
各
領
四
天
下
。
是
諸
王
子
。
聞
父
出
家
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
。
悉
捨
王
位
。
亦
随
出
家
。
発
大
乗
意
。
常
修
梵
行
。
皆
為
法
師
。
已

於
千
万
仏
所
。
植
諸
善
本
。
是
時
日
月
燈
明
仏
。
説
大
乗
経
。
名
無
量
義
。

教
菩
薩
法
。
仏
所
護
念
。
説
是
経
已
。
即
於
大
衆
中
。
結
跏
趺
坐
。
入
於

無
量
義
処
三
昧
。
身
心
不
動
。
是
時
天
雨
。
曼
陀
羅
華
。
摩
訶
曼
陀
羅
華
。

曼
殊
沙
華
。
摩
訶
曼
殊
沙
華
。
而
散
仏
上
。
及
諸
大
衆
。
普
仏
世
界
。 

六
種
震
動
。
爾
時
会
中
。
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優 

婆
夷
。
天
。
龍
。
夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
修
羅
。
迦
楼
羅
。
緊
那 

羅
。
摩
疫
羅
伽
。
人
非
人
。
及
諸
小
王
。
転
輪
聖
王
等
。 

是
諸
大
衆
。
得
未
曾
有
。
歓
喜
合
掌
。
一
心
観
仏
。
爾 

時
如
来
。
放
眉
間
白
毫
相
光
。
照
東
方
万
八
千
仏 

土
。
靡
不
周
気
。
如
今
所
見
。
是
諸
仏
土
。
弥
勒
当
知
。 

爾
時
会
中
。
有
二
十
億
菩
薩
。
楽
欲
聴
法
。
是
諸
菩 

薩
。
見
此
光
明
。
普
照
仏
土
。
得
未
曾
有
。
欲
知
此
光
。 

所
為
因
縁
。
時
有
菩
薩
。
名
曰
妙
光
。
有
八
百
弟
子
。 

是
時
日
月
燈
明
仏
。
従
三
昧
起
。
因
妙
光
菩
薩
。
説 

大
乗
経
。
名
妙
法
蓮
華
。
教
菩
薩
法
。
仏
所
護
念
。
六 

十
小
劫
。
不
起
于
座
。
時
会
聴
者
。
亦
坐
一
処
。
六
十 

小
劫
。
身
心
不
動
。
聴
仏
所
説
。
謂
如
食
頃
。
是
時
衆 

中
。
無
有
一
人
。
若
身
若
心
。
而
生
懈
倦 

日
月
燈
明 

仏
。
於
六
十
小
劫
。
説
是
経
已
。
即
於
梵
魔
。
沙
門
。
婆 

羅
門
。
及
天
人
。
阿
修
羅
衆
中
。
而
宣
此
言
。
如
来
於 

今
日
中
夜
。
当
入
無
余
涅
槃
。
時
有
菩
薩
。
名
曰
徳 

蔵
。
日
月
燈
明
仏
。
即
授
其
記
。
告
諸
比
丘
。
是
徳
蔵 

菩
薩
。
次
当
作
仏
。
号
曰
浄
身
。
多
陀
阿
伽
度
阿
羅 

訶
三
藐
三
仏
陀
。
仏
授
記
已
。
便
於
中
夜
。
入
無
余 

涅
槃
。
仏
滅
度
後
。
妙
光
菩
薩
。
持
妙
法
蓮
華
経
。
満 

法華経 日めくり 令和５年（2023）4 月② 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 友引 危    

旧閏 2 月 25 日   

土曜    15  
「
未
曾
有
」
と
は
「
未
（
い
ま
）

だ
曽
（
か
つ
）

て
有
ら
ず
」、

と
訳
し
、
非
常
に
珍
し
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

昨
今
「
未
曾
有
の
危
機
」「
未
曾
有
の
災
害
」
な
ど
否
定

的
な
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

天
か
ら
華
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
大
地
が
六
種
に
震
動
す
る

な
ど
、
仏
さ
ま
が
真
実
の
教
え
を
説
く
前
に
現
れ
る

「
奇
瑞
」
を
未
曽
有
の
出
来
事
と
と
し
て
と
ら
え
、
仏

典
で
は
「
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
教
え
や

功
徳
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

    

未
曽
有 

「
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
教
え
や
功
徳
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

み 
 

 

ぞ
う 

 
 

う 
 

 

 

く
ょ
う 

 

せ
つ 
 

べ
ん 

 
 

ざ
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 先負 室    

旧閏 2 月 26 日   

日曜    16  
｢

妙
光
菩
薩｣

は
文
殊
菩
薩
の
過
去
世
に
お
け
る
菩
薩
。 

二
万
人
目
の
日
月
燈
明
仏
か
ら
法
華
経
の
教
え
を
受

け
継
ぎ
、
法
華
経
の
理
解
が
最
も
深
い
菩
薩
で
し
た
。 

日
月
燈
明
仏
が
法
華
経
を
説
き
終
わ
り
入
滅
し
た
後
、

八
百
人
の
弟
子
を
教
化
し
、
日
月
燈
明
仏
の
八
王
子
も

妙
光
菩
薩
の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
一
人
が
現
世
で
弥
勒

菩
薩
と
な
る
求
名
菩
薩
で
し
た
。 

過
去
世
か
ら
の
深
い
縁
で
法
華
経
に
出
会
え
た
こ
と

を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。 

  

妙
光
菩
薩 

「
文
殊
と
弥
勒
の
過
去
世
の
縁
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

み
ょ
う 

 

こ
う 

 

ぼ 
 

 

さ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 仏滅 壁    

旧閏 2 月 27 日   

月曜    17  
「
妙
法
蓮
華
経
」
は
文
字
で
書
か
れ
た
経
典
の
こ
と
。

「
妙
法
蓮
華
教
」
は
仏
が
自
ら
信
じ
て
い
る
こ
と
を
そ

の
ま
ま
に
説
か
れ
た
教
え
の
こ
と
で
す
。 

文
字
や
言
葉
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
仏
の
悟
り
の

大
事
な
こ
と
を
弟
子
に
直
接
打
ち
明
け
た
教
え
で
あ

り
、
菩
薩
の
た
め
の
教
え
と
い
う
こ
と
で
す
。 

仏
所
護
念
と
は
、
法
華
経
が
仏
が
護
る
大
事
な
教
え
で

あ
り
、
ま
た
法
華
信
者
を
仏
が
護
っ
て
く
だ
さ
る
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

   
 

妙
法
蓮
華 

教
菩
薩
法 

仏
所
護
念 

 

「
仏
の
悟
り
の
大
事
な
こ
と
を
直
接
打
ち
明
け
た
教
え
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ 

 
 

き
ょ
う
ぼ
さ
つ
ぽ
う 

 
 

ぶ
っ
し
ょ 

ご
ね
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 大安 奎   

旧閏 2 月 28 日   

火曜    18  
日
月
燈
明
仏
が
法
華
経
を
説
か
れ
た
時
間
は
、
六
十
小

劫
と
い
う
量
り
知
れ
な
い
ほ
ど
長
い
時
間
で
し
た
。 

そ
の
間
、
聴
衆
は
身
心
動
じ
る
こ
と
も
な
く
、
食
事
を

す
る
よ
う
な
短
い
時
間
に
し
か
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

心
の
は
た
ら
き
に
お
い
て
は
、
百
年
間
の
こ
と
も
一
瞬

で
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
、
狭
い
部
屋
の
中
で
も
宇
宙

全
体
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

人
の
心
が
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
仏
さ
ま
の
悟
り
さ
ら
に

時
間
も
空
間
も
超
越
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

   

聴
仏
所
説 

謂
汝
食
頃 

 

「
仏
の
教
え
聴
く
時
間
は
食
事
を
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ち
ょ
う
ぶ
っ 

し
ょ
せ
つ 
 

 
 

い 
 

に
ょ 

じ
っ 

き
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 赤口 婁   

旧閏 2 月 2９日   

水曜    19  
「
懈
倦
」
と
は
、
怠
け
心
が
生
じ
、
く
た
び
れ
て
し
ま

う
こ
と
。 

何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
く
た
び
れ
た

り
、
嫌
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

危
険
が
伴
う
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
集
中
し
て
い
る
瞬

間
に
は
疲
れ
を
感
じ
な
い
も
の
で
す
。 

心
に
ゆ
る
み
が
出
た
と
き
、
油
断
が
生
じ
た
と
き
に

「
懈
倦
」
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。 

仏
道
も
夢
中
に
な
り
集
中
し
て
歩
み
た
い
も
の
で
す
。 

  

而
生
懈
倦 

 

「
懈
倦
を
生
ず
る
こ
と
な
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

に 
 

 

し
ょ
う 

 

け 
 

 

け
ん 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

 穀雨 先負 胃    

旧 3 月 1 日   

木曜    20  
仏
さ
ま
が
教
え
を
説
い
た
後
に
こ
の
世
か
ら
姿
を
消

す
こ
と
を
「
涅
槃
」
あ
る
い
は
「
入
滅
」
で
す
。 

小
乗
仏
教
で
は
、
迷
い
の
火
を
消
し
た
状
態
を
涅
槃
と

い
い
、
生
き
て
い
る
間
に
得
ら
れ
る
涅
槃
は
肉
体
や
煩

悩
の
条
件
を
残
し
て
い
る
の
で
「
有
余
涅
槃
」、
死
に
よ

っ
て
「
無
余
涅
槃
」
に
至
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
を
灰
身

滅
智
（
け
し
ん
め
っ
ち
）

と
い
い
ま
す
。 

仏
さ
ま
の
心
身
は
消
滅
し
て
も
、
そ
の
悟
り
と
救
い
は

永
遠
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

無
余
涅
槃 

「
完
全
な
る
涅
槃
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

む 
 

 
 

よ 
 

 

ね 
 

 

は
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  仏滅 昴    

旧 3 月 2 日   

金曜    21  
「
多
陀
阿
伽
度
」
は
「
如
来
」（
い
つ
で
も
そ
ば
に
い
る

仏
さ
ま
）
の
梵
語
の
音
写
、「
阿
羅
訶
」
は
「
応
供
」（
供

養
す
る
に
値
す
る
仏
さ
ま
）
の
梵
語
の
音
写
、「
三
藐
三

仏
陀
」
は
「
正
遍
知
」（
正
し
く
あ
ま
ね
く
知
る
仏
さ
ま
）

の
梵
語
の
音
写
。 

如
来
の
十
号
の
う
ち
最
初
の
三
号
で
す
。 

他
の
七
つ
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仏
さ
ま
い
つ
も

私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
る
尊
い
存
在
と
し
て
、
心
の

な
か
で
は
常
に
徳
を
讃
え
敬
い
ま
し
ょ
う
。 

    

多
陀
阿
伽
度 

阿
羅
訶 

三
藐
三
仏
陀 

 

「
仏
さ
ま
の
尊
称
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

た 
 

だ 
 

あ 

か 

だ 
 

 

あ 

ら 

か 
 

 

さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん 

ぶ
つ 

だ 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
。
序
品
。
第
一 

是
諸
大
衆
。
得
未
曾
有
。
歓
喜
合
掌
。
一
心
観
仏
。
爾
時
如
来
。
放
眉
間

白
毫
相
光
。
照
東
方
万
八
千
仏
土
。
靡
不
周
気
。
如
今
所
見
。
是
諸
仏
土
。

弥
勒
当
知
。
爾
時
会
中
。
有
二
十
億
菩
薩
。
楽
欲
聴
法
。
是
諸
菩
薩
。
見

此
光
明
。
普
照
仏
土
。
得
未
曾
有
。
欲
知
此
光
。
所
為
因
縁
。
時
有
菩
薩
。

名
曰
妙
光
。
有
八
百
弟
子
。
是
時
日
月
燈
明
仏
。
従
三
昧
起
。
因
妙
光
菩

薩
。
説
大
乗
経
。
名
妙
法
蓮
華
。
教
菩
薩
法
。
仏
所
護
念
。
六
十
小
劫
。

不
起
于
座
。
時
会
聴
者
。
亦
坐
一
処
。
六
十
小
劫
。
身
心
不
動
。
聴
仏
所

説
。
謂
如
食
頃
。
是
時
衆
中
。
無
有
一
人
。
若
身
若
心
。
而
生
懈
倦 

日

月
燈
明
仏
。
於
六
十
小
劫
。
説
是
経
已
。
即
於
梵
魔
。
沙
門
。
婆
羅
門
。

及
天
人
。
阿
修
羅
衆
中
。
而
宣
此
言
。
如
来
於
今
日
中
夜
。
当
入
無
余
涅

槃
。
時
有
菩
薩
。
名
曰
徳
蔵
。
日
月
燈
明
仏
。
即
授
其
記
。
告
諸
比
丘
。

是
徳
蔵
菩
薩
。
次
当
作
仏
。
号
曰
浄
身
。
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
訶
三
藐
三
仏

陀
。
仏
授
記
已
。
便
於
中
夜
。
入
無
余
涅
槃
。
仏
滅
度
後
。
妙
光
菩
薩
。

持
妙
法
蓮
華
経
。
満 

八
十
小
劫
。
為
人
演
説
。
日
月
燈
明
仏
八
子
。
皆
師 

妙
光
。
妙
光
教
化
。
令
其
堅
固
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三 

菩
提
。
是
諸
王
子
。
供
養
無
量
百
千
万
億
仏
已
。
皆 

成
仏
道
。
其
最
後
成
仏
者
。
名
曰
然
燈
。
八
百
弟
子
。 

中
有
一
人
。
号
曰
求
名
。
貪
著
利
養
。
雖
復
読
誦
衆 

経
。
而
不
通
利
。
多
所
忘
失
。
故
号
求
名
。
是
人
亦
以
。 

種
諸
善
根
。
因
縁
故
。
得
値
無
量
百
千
万
億
諸
仏
。 

供
養
恭
敬
。
尊
重
讃
歎
。
弥
勒
当
知
。
爾
時
妙
光
菩 

薩
。
豈
異
人
乎
。
我
身
是
也
。
求
名
菩
薩
。
汝
身
是
也
。 

今
見
此
瑞
。
与
本
無
異
。
是
故
惟
忖
。
今
日
如
来
。
当 

説
大
乗
経
。
名
妙
法
蓮
華
。
教
菩
薩
法
。
仏
所
護
念
。 

爾
時
文
殊
師
利
。
於
大
衆
中
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説 

偈
言 

法華経 日めくり 令和５年（2023）4 月③ 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  大安 畢    

旧 3 月 3 日   

土曜    22  
凡
夫
は
名
誉
と
利
益
を
求
め
ま
す
。 

「
求
名
」（
名
を
求
め
る
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
妙
光
菩
薩

の
弟
子
は
経
典
を
読
ん
で
も
忘
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。 

名
が
欲
し
い
、
お
金
が
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
間
は
、

ど
れ
ほ
ど
尊
い
教
え
を
聞
い
て
も
、
自
分
の
都
合
、
自

分
の
利
益
に
な
る
こ
と
し
か
耳
に
入
り
ま
せ
ん
。 

全
部
を
理
解
せ
ず
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
切
り
取

っ
て
理
解
す
る
と
、
身
に
付
か
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

曲
解
し
て
害
に
も
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

    

号
曰
求
名 

貧
著
利
養 

「
名
を
求
め
、
利
に
執
着
す
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ご
う 

わ
つ 

ぐ
み
ょ
う 

 
 

 

と
ん
じ
ゃ
く 

り 

よ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

   赤口 觜    

旧 3 月 4 日   

日曜    23  
求
名
は
、
自
分
の
都
合
で
行
動
し
て
し
ま
う
欠
点
を
認

め
、
多
く
の
仏
さ
ま
に
お
仕
え
し
ま
し
た
。 

自
分
は
凡
夫
だ
か
ら
欠
点
が
あ
る
の
は
仕
方
が
な
い
、

し
か
し
欠
点
に
気
づ
き
、
心
を
改
め
こ
と
に
よ
っ
て
、

求
名
は
菩
薩
と
し
て
善
根
を
積
み
ま
し
た
。 

弥
勒
菩
薩
が
求
名
菩
薩
、
求
名
の
師
で
あ
っ
た
妙
光
菩

薩
が
文
殊
菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
の
二
人
の
前
世
と
同

じ
瑞
相
が
現
れ
て
、
お
釈
迦
さ
ま
が
法
華
経
を
お
説
き

に
な
る
の
を
と
も
に
待
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  

種
諸
善
根
因
縁
故 

 

「
諸
々
の
善
根
を
植
え
た
因
縁
の
故
に
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

し
ゅ 

 

し
ょ 

 
 

ぜ
ん 

 

こ
ん 

 

い
ん 

 
 

ね
ん 

 

こ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  先勝 参    

旧閏 3月 5日   

月曜    24  
智
は
変
化
を
見
つ
め
そ
れ
を
分
析
す
る
力
、
慧
は
変
化

の
中
で
も
変
わ
ら
な
い
普
遍
的
な
価
値
を
見
出
す
力

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

自
分
の
意
見
だ
け
を
優
先
す
る
と
他
者
と
対
立
し
ま

す
。
共
通
点
を
見
つ
け
、
お
互
い
が
納
得
で
き
る
着
地

点
を
探
す
こ
と
で
平
和
が
築
か
れ
ま
す
。 

す
べ
て
の
衆
生
を
平
等
に
見
つ
め
、
違
い
を
認
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
根
に
合
わ
せ
て
導
い
て
く
だ
さ
る
の
が

仏
さ
ま
の
智
慧
な
の
で
す
。 

  

令
入
仏
智
慧 

「
仏
の
智
慧
に
入
ら
し
め
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

り
ょ
う 

に
ゅ
う 

 

ぶ
っ 
 

ち 
 

 

え 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  友引 井    

旧 3 月 6 日   

火曜    25  
「
分
別
」
と
は
、
わ
か
り
や
す
く
説
き
分
け
る
こ
と
。 

そ
れ
を
広
く
大
勢
の
人
に
伝
え
る
の
が
仏
さ
ま
で
す
。 

し
か
し
、
相
手
の
理
解
力
に
応
じ
て
言
葉
を
選
び
、
難

し
い
こ
と
を
易
し
く
説
く
の
は
至
難
の
業
で
す
。 

ま
た
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
て
も
、
受

け
手
が
心
を
開
か
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。 

難
し
い
お
経
も
毎
日
読
ん
で
い
る
と
、
私
た
ち
を
救
い

た
い
と
い
う
仏
さ
ま
の
お
気
持
ち
が
少
し
ず
つ
伝
わ

っ
て
来
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

   

而
為
広
分
別 

「
広
く
、
わ
か
り
や
す
く
説
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

に 
 

 
 

い 
 

 

こ
う 
 

ふ
ん 

 
 

べ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  先負 鬼    

旧 3 月 7 日   

水曜    26  
仏
教
語
の
「
自
然
」（
じ
ね
ん
）
と
は
「
お
の
ず
か
ら
し
か

な
り
」
と
い
う
訓
読
み
の
と
お
り
、
そ
れ
自
体
で
存
在

す
る
も
の
、
理
想
的
な
あ
り
方
、「
あ
り
の
ま
ま
」
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

天
の
鼓
（
つ
づ
み
）
が
自
然
（
じ
ね
ん
）
に
鳴
る
と
は
、
天
上

界
の
神
々
や
龍
神
・
鬼
神
も
皆
、
こ
れ
か
ら
仏
さ
ま
が

尊
い
教
え
を
説
か
れ
導
か
れ
、
大
勢
の
人
が
救
わ
れ
る

こ
と
に
心
の
内
か
ら
感
激
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
も

の
で
す
。 

  

天
鼓
自
然
鳴 

「
天
の
鼓
が
自
然
に
鳴
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

て
ん 

 
 

く 
 

 
 

じ 
 

ね
ん 

 

み
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  仏滅 柳    

旧 3 月 8 日   

木曜    27  
「
業
」
と
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
の
一
切
の
行
い
、

｢

報｣

は
業
に
よ
る
結
果
の
こ
と
。 

現
在
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
過
去
の
業
に
よ
る
報
で
あ

る
と
考
え
る
と
、
業
と
報
は
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で

ず
っ
と
続
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

自
分
の
こ
れ
ま
で
の
行
い
が
善
け
れ
ば
未
来
も
善
く
、

悪
い
行
い
を
し
て
い
れ
ば
未
来
も
悪
く
な
り
ま
す
。 

今
、
法
華
経
に
出
会
っ
た
と
い
う
「
業
」
が
善
い
「
報
」

に
な
る
よ
う
に
と
善
業
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。 

  

生
死
業
報
処 

 

「
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
業
と
報
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

し
ょ
う 

 

じ 
 

 

ご
う 

 

ほ
う 

 

し
ょ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  大安 星    

旧 3 月 9 日   

金曜    28  
「
自
然
」（
じ
ね
ん
）
と
は
「
あ
り
の
ま
ま
」「
本
来
か
ら
具

わ
っ
て
い
る
」
の
意
。 

仏
典
に
は
、
ど
ん
な
人
間
も
仏
に
成
る
性
質
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
本
来
具
わ
っ
て
い
る
性
質
を
大
切
に
育
て
い
く

と
仏
に
成
れ
る
と
い
う
の
で
す
。 

種
か
ら
芽
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
水
や

光
が
必
要
で
す
。
仏
に
成
れ
る
身
で
あ
る
自
分
も
他
者

も
軽
ん
じ
る
こ
と
な
く
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

  

自
然
成
仏
道 

「
自
然
に
仏
道
を
成
じ
」 

  

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

じ 
 

 

ね
ん 

 

じ
ょ
う 

 

ぶ
つ 

 

ど
う 

立教開宗会     



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
。
序
品
。
第
一 

八
百
弟
子
。
中
有
一
人
。
号
曰
求
名
。
貪
著
利
養
。
雖
復
読
誦
衆
経
。
而
不
通
利
。
多
所
忘
失
。

故
号
求
名
。
是
人
亦
以
。
種
諸
善
根
因
縁
故
。
得
値
無
量
百
千
万
億
諸
仏
。
供
養
恭
敬
。
尊
重
讃

歎
。
弥
勒
当
知
。
爾
時
妙
光
菩
薩
。
豈
異
人
乎
。
我
身
是
也
。
求
名
菩
薩
。
汝
身
是
也
。
今
見
此

瑞
。
与
本
無
異
。
是
故
惟
忖
。
今
日
如
来
。
当
説
大
乗
経
。
名
妙
法
蓮
華
。
教
菩
薩
法
。
仏
所
護

念
。
爾
時
文
殊
師
利
。
於
大
衆
中
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

 

我
念
過
去
世 

無
量
無
数
劫 

有
仏
人
中
尊 

号
日
月
燈
明 

世
尊
演
説
法 

度
無
量
衆
生 

 

無
数
億
菩
薩 

令
入
仏
智
慧 
仏
未
出
家
時 

所
生
八
王
子 

見
大
聖
出
家 

亦
随
修
梵
行 

 

時
仏
説
大
乗 

経
名
無
量
義 
於
諸
大
衆
中 

而
為
広
分
別 

仏
説
此
経
已 

即
於
法
座
上 

 

跏
趺
坐
三
昧 

名
無
量
義
処 

天
雨
曼
陀
華 

天
鼓
自
然
鳴 

諸
天
龍
鬼
神 

供
養
人
中
尊 

 

一
切
諸
仏
土 

即
時
大
震
動 

仏
放
眉
間
光 

現
諸
希
有
事 

此
光
照
東
方 

万
八
千
仏
土 

 

示
一
切
衆
生 

生
死
業
報
処 

有
見
諸
仏
土 
以
衆
宝
荘
厳 

瑠
璃
頗
黎
色 

斯
由
仏
光
照 

 

及
見
諸
天
人 

龍
神
夜
叉
衆 

乾
闥
緊
那
羅 

各
供
養
其
仏 

又
見
諸
如
来 

自
然
成
仏
道 

 

 

身
色
如
金
山 

端
厳
甚
微
妙 

如
浄
瑠
璃
中 

内
現
真
金
像 

世
尊
在
大
衆 

敷
演
深
法
義 

 
 

法華経 日めくり 令和５年（2023）4 月④ 
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法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  赤口 張    

旧 3 月 10 日   

土曜 

    

29  
今
は
凡
夫
で
も
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
学
び
、
悟
り
を
求

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
々
の
言
動
を
慎
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
周
囲
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
合
っ
て
生

き
て
い
ま
す
。
何
気
な
い
一
言
が
、
相
手
を
救
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
傷
つ
け
た
り
し
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
仏
さ
ま
の
教
え
（
明
珠
＝
宝
石
）
を
護

る
よ
う
に
、
一
挙
手
一
挙
動
を
大
切
に
振
舞
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

  

猶
如
護
明
珠 

「
な
お
、
明
珠
を
護
る
が
如
く
あ
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ゆ 
 

 

に
ょ 

 
 

ご 
 

み
ょ
う 

 

じ
ゅ 

昭和の日   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

4 月   日   

  先勝 翼    

旧 3 月 11 日   

日曜    30  
仏
さ
ま
の
教
え
を
学
び
、
自
分
一
人
が
悟
っ
た
だ
け
で

は
仏
に
成
れ
ま
せ
ん
。 

自
分
が
悟
っ
た
ら
人
も
悟
ら
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
ま
す
。 

「
法
を
説
い
て
仏
道
を
求
む
」
と
は
、
教
え
を
人
に
弘

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
智
慧
も
大
き
く
な
り
、

振
舞
い
も
身
に
付
き
、
仏
の
境
界
に
達
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
説
法
は
人
の
た
め
で
も
あ
り
、
自
分
の
た
め

で
も
あ
る
の
で
す
。 

  

説
法
求
仏
道 

「
法
を
説
い
て
仏
道
を
求
む
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

せ
っ 

 
 

ぽ
う 

 

ぐ 
 

 

ぶ
つ 

 
 

ど
う 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
。
序
品
。
第
一 

 
我
念
過
去
世 

無
量
無
数
劫 

有
仏
人
中
尊 

号
日
月
燈
明 

世
尊
演
説
法 

度
無
量
衆
生 

 

無
数
億
菩
薩 

令
入
仏
智
慧 

仏
未
出
家
時 

所
生
八
王
子 

見
大
聖
出
家 

亦
随
修
梵
行 

 

時
仏
説
大
乗 

経
名
無
量
義 

於
諸
大
衆
中 

而
為
広
分
別 

仏
説
此
経
已 

即
於
法
座
上 

 

跏
趺
坐
三
昧 
名
無
量
義
処 

天
雨
曼
陀
華 

天
鼓
自
然
鳴 

諸
天
龍
鬼
神 

供
養
人
中
尊 

 

一
切
諸
仏
土 

即
時
大
震
動 

仏
放
眉
間
光 

現
諸
希
有
事 

此
光
照
東
方 

万
八
千
仏
土 

 

示
一
切
衆
生 

生
死
業
報
処 

有
見
諸
仏
土 

以
衆
宝
荘
厳 

瑠
璃
頗
黎
色 

斯
由
仏
光
照 

 

及
見
諸
天
人 

龍
神
夜
叉
衆 
乾
闥
緊
那
羅 

各
供
養
其
仏 

又
見
諸
如
来 

自
然
成
仏
道 

 

身
色
如
金
山 

端
厳
甚
微
妙 
如
浄
瑠
璃
中 

内
現
真
金
像 

世
尊
在
大
衆 

敷
演
深
法
義 

 

一
一
諸
仏
土 

声
聞
衆
無
数 

因
仏
光
所
照 

悉
見
彼
大
衆 

或
有
諸
比
丘 

在
於
山
林
中 

 

精
進
持
浄
戒 

猶
如
護
明
珠 

又
見
諸
菩
薩 

行
施
忍
辱
等 

其
数
如
恒
沙 

斯
由
仏
光
照 

 

又
見
諸
菩
薩 

深
入
諸
禅
定 

身
心
寂
不
動 
以
求
無
上
道 

又
見
諸
菩
薩 

知
法
寂
滅
相 

 

各
於
其
国
土 

説
法
求
仏
道 

爾
時
四
部
衆 

見
日
月
燈
仏 

現
大
神
通
力 

其
心
皆
歓
喜 

 

各
各
自
相
問 

是
事
何
因
縁 

天
人
所
奉
尊 

適
従
三
昧
起 

讃
妙
光
菩
薩 

汝
為
世
間
眼 

 

一
切
所
帰
信 

能
奉
持
法
蔵 

 

如
我
所
説
法 

唯
汝
能
証
知 

世
尊
既
讃
歎 
令
妙
光
歓
喜 

 

説
是
法
華
経 

満
六
十
小
劫 

不
起
於
此
座 

所
説
上
妙
法 

 

是
妙
光
法
師 

悉
皆
能
受
持 

仏
説
是
法
華 

令
衆
歓
喜
已 

 

法華経 日めくり 令和５年（2023）４月⑤ 


